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	「苦しい」現実から抜け切れない
皆さんにご協力をいただいた道本部の「春闘アンケート」の結果が報告されました。

生活の変化について「非常に苦しくなった」が19.9％で、昨年（21.6％）に比べ若干下がっていますが、「苦しくなった」を合わせると62.8％（昨年68.3％）に達していること、また、「変わらない」が30％を超えていることを踏まえれば、生活実感は「苦しい」という現実から抜けきれないことを推測できる結果となっています。

14日に提出する『統一要求書』の今年の賃金要求額は、10,500円です。６割以上の組合員が生活苦を訴える実態から、現在の生活を「改善」まではいかなくとも、維持するために、最低限の要求額であると考えています。



	
	
	

春闘「賃上げ要求のたたかい」を
春闘で取り組むべき課題について、「賃上げ要求のたたかい」「人員確保の取り組み」が６割近くの組合員が求めています。他に「独自削減に対する取り組み」「社会保障制度の取り組み」が昨年同様に上位を占めました。

さらに、「育児・介護など両立支援の取り組み」について、昨年を３％程度上回り、３割を超えたことが特徴としてあげられます。

一方、定年延長に向けた設問を今回新たに作りましたが、４割の組合員が「年金が非支給となり家計が成り立たなくなる」と回答しおり、今後出される人事院の意見の申出に具体的な対応を求めなくてはなりません。　（つづく）





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（８）道本部賃金要求アンケート結果

２面の「まち子と語ろうコーヒーブレイク」の案内は、データーではないので添付できません

残念















































































































































































第３８回





























裏面も見てください














ゲストは、道新美幌支局長の中原洋之輔さん。本社にいたときは、道警裏金取材班のサブキャップ。ところが道新では「福祉の中原」といわれるほどの福祉通です！ぜひご参加ください！








　　　　　　　








庁舎以外でご用のある方は書記長の山田（戸籍年金）へ午前中に連絡をください。





王子








春闘アンケートの結果


自治労北海道ホームページにアップ


ご覧になっていますか


自治労北海道 検索し0組合員専用ページ


ユーザー名：hokkaido／パスワード：jichi2009





左メニューの一番下0総合研究室00を見てね
































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


